
定期接種における9価HPVワクチンの⼀般的な接種スケジュール
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厚⽣労働省 医療従事者の⽅へ 〜HPVワクチンに関する情報をまとめています〜 より⼀部抜粋
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901222.pdf (Accessed Jul. 23, 2024)

1年以内に接種を終えることが望ましい。
※1    1回⽬と2回⽬の接種は、少なくとも5ヵ⽉以上あけます。5ヵ⽉未満である場合、3回⽬の接種が必要になります。
※2・3 2回⽬と3回⽬の接種がそれぞれ1回⽬の2ヵ⽉後と6ヵ⽉後にできない場合、2回⽬は1回⽬から1ヵ⽉以上(※2)、3回⽬は2回⽬から3ヵ⽉以上(※3)あけます。
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定期接種における⼀般的な接種スケジュール

3種類いずれも、1年以内に接種を終えることが望ましい。
※1     1回⽬と2回⽬の接種は、少なくとも5ヵ⽉以上あけます。5ヵ⽉未満である場合、3回⽬の接種が必要になります。
※2・3 2回⽬と3回⽬の接種がそれぞれ1回⽬の2ヵ⽉後と6ヵ⽉後にできない場合、2回⽬は1回⽬から1ヵ⽉以上(※2)、3回⽬は2回⽬から3ヵ⽉以上(※3)あけます。
※4・5 2回⽬と3回⽬の接種がそれぞれ1回⽬の1ヵ⽉後と6ヵ⽉後にできない場合、2回⽬は1回⽬から1ヵ⽉以上(※4)、3回⽬は1回⽬から5ヵ⽉以上、2回⽬から2ヵ⽉半以上(※5)あけます。
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HPVワクチン 定期接種・ キャッチアップ接種対象者
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HPVワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した⽅に対して
公平な接種機会を確保することを⽬的にキャッチアップ接種が実施されています。

定期接種 2024年度 キャッチアップ接種

厚⽣労働省 2022年3⽉11⽇ HPVワクチンに係る⾃治体向け説明会 資料 「令和4年4⽉からのHPVワクチンの接種について」 より作成
https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000911549.pdf (Accessed Feb. 13, 2024)

公費で接種できるのは
2025年3⽉末まで
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2024年度に⾼校1年⽣相当の⼥⼦も、
公費で接種できるのは2025年3⽉末までです。
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